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上　　下　　水　　道

〔上水道〕

　平成 28年度の上水道給水状況をみると、給水人口は 10,659 人、給水

栓数 3,715 栓、配水管総延長 149,374 ｍ、総配水量 3,235,367㎥、普及

率は、 100％となっている。

　用途別収水量で最も多いのは営業用の 1,904,316㎥（63％）で、次い

で家庭用 915,467㎥（30.3％）、官公署用 185,896㎥（6％）、連合栓用

14,790㎥（0.5％）臨時用 6,285㎥と（0.2％）続いている。月間配水量で

最も多い月は、8月の 332,272㎥で最も少ない月が 2月の 226,273㎥と

なっている。

　使用水量の約 6割を占める営業用の使用水量は、リゾートホテルや観

光施設、ゴルフ場が主となる。今後もホテル建設などで受水件数は増え

る為、使用水量も増える見込みである。

〔下水道〕

　恩納村の下水道は、農業用水の水質保全、生活環境の向上を目的とす

る農業集落排水事業を平成 13年度より喜瀬武原地区、平成 17年度から

山田地区（山田、真栄田、塩屋、宇加地）、平成 21年度から恩納地区（恩

納、南恩納、谷茶、太田、瀬良垣、安富祖）の整備を開始している。

　供用開始地区の接続率は、整備完了地区の喜瀬武原地区は約 94.6％、

山田地区は約 77.9％、整備中の恩納地区については、一部供用開始の恩

納第 1地区（南恩納、恩納区一部）が 14.3％の接続率となっいる。　今

後も、宅内配管工事補助金等の活用により、接続率は増える見込みである。
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⑴ 上水道の普及状況

⑵ １人１日平均給水量及び最大給水量
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⑶ 月別配水量
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